
金成支援学校の取組紹介               宮城県教育委員会 

１ 活 動 名 

家庭とのオンライン授業 

２ 対 象 

中学部１年生徒 

３ 内容と取組の様子 
・６月に骨折し，登校の目処が付かない生徒を対象に学校と家庭のオンライン授業を行った。 

・７月中に「朝の会」「音楽」「七夕会」「全体朝会」「もうすぐ夏休み」計１３時間実施。 

 毎日の朝の会に遅れずに参加し，教師の呼びかけに笑顔で返事をしたり，進行をしたりすることが

できた。音楽や七夕会では，小中学部の生徒と声を掛け合って関わりながら学習することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 使用したツール（システム・アプリ・ソフト・教材等） 
・ｉＰａｄ            ・Ｇｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ（アプリ） 

・ＣｌａｓｓＲｏｏｍ（アプリ）  ・三脚 

５ おすすめポイント 
・骨折で動けない生徒でも画面を見て一緒に活動する雰囲気を味わうことができた。 

・毎日実施することで生活のリズムを整えることができた。 

・画面の中の情報のみであるため，ねらいに沿った活動がしやすい。 

６ さらに工夫したいこと 
・情報が映像と音声のみであるため，やり取りが難しい場面もあった。やり取りを手助けする教材が

必要と感じた。（朝の会…次第のカード もうすぐ夏休み…ＳＳＴの絵カード） 

・「見て分かる」「分かりやすく映す」には一人では難しかった。学部内で協力体制を整えたい。 

・国語や数学などの教科学習にも広げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 朝 の 会 の 様 子 ＞

 

＜ 七 夕 会 の

様子＞ 

 


